
第1号議案 令和5年度事業報告

書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 書令 和 5年 度
令和 5年 4月 1日 から 令和 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

1 事業の成果

(1)特定非営利活動に係る事業

①環境教育及び環暁人材の育成に係る活動

1)資格認定講習
。開催回数 1回 (オンライン開催 )
。実施級 初級・中級・上級
。実施期間 2024年 1月 6日 (土)～ 1月 31日 (水 )
・受講者数 97名 (内訳等以下)。

◎受講者の多様性
・多様な分野からの受講を促進するための制度改定 3年目となり、非環境分野を含む

約20分野・24都道府県の受講者が受講した (内訳等以下)。
・女性の受講者が 4割強となり、本講習開始 (2003年度)以来で最大の割合となった
(内訳等以下)。
・若手の受講促進を目的とした受講条件改定 (18歳以上なら学生でも初級受講可)

2年目となり、本年度は高校生を含む 6人の現役学生が受講した。
また、学生受講者のうち2人が認定校在学生となり、その受講理由は、
「環境保全について体系的に学びたい」

「認定校での取得時期より前に取りたい」
「社会人の受講者と交流したい」などであった。

・受講者の年代についても、10～ 40代の受講者が約 8割を占めた (内訳等以下)。

令和 5年度受講者・認定者数内訳 (単位 :人 )

級 受講者数 合格者数 認定者数

初級 69 55 (80%) 55

中級 28 21(75%) 21

上級
△ ■

「

 口 |
97 76 76

資格認定講習 受講者数 (認定者数)推移 (直近 5年)(単位 :人 )
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

初級 6(6) 14(12) 42 (38) 69 (57) 69 (55)

中級 24 (24) 23 (23) 25 (25) 42 (39) 28 (21)

上級 1(1) 0(0) 5(5) 5(5) 0(0)

合計 3 3 37 (35) 72 (67) 116(101) 97 (76)

令和 5年度受講者分野内訳
約20分野 (人数・%)
市民活動者・団体関係者 (13人・ 13%)、 建設業 (11人

。11%)、

サービス業/非環境系 (10人・ 10%)、 製造業/工業系 (8人・8%)、 学生 (6人・6%)、

農林漁業 (6人・飢)、 福祉系 (6人・6%)、 経営コンサルタント (4人・4%)、

小売業 (4人・4%)、 小売業 (4人・4%)、 金融・保険業 (3人・3%)、

製造業/食品系 (3人・3%)、 造園業 (3人・3%)、 公務員 (3人・3%)、

その他 (IT系、建設コンサルタント、環境分析・調査、エネルギー系、不動産業、運輸業、

メディア系、Alス ター トアップ など)
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取得者数学校名

総合政策学部岩手県立大学
´
０農学部岩手大学

人文社会科学部岩手大学

人間環境学部大阪産業大学

応用生物科学部岐阜大学
18工学部九州産業大学

バイオ環境学部京都先端科学大学

人間科学部神戸女学院大学

国際人間科学部神戸大学

グローバル共創科学部静岡大学
４

●生活科学部実践女子大学
システム理工学部芝浦工業大学

ｎ

）総合人間科学部尚綱学院大学
20農学部信州大学

環境テクノロジー科東京テクニカルカレッジ
ｎ

）工学部第一工科大学

10政経学部拓殖大学

国際学部拓殖大学

農学ビジネス学科拓殖大学北海道短期大学
13農学部玉川大学

和 5年 受講 地 訳

計24都道府県 (人数)
北海道 (2)、 岩手県 (2)、 福島県 (1)、 山形県 (2)、 宮城県 (1)、 群馬県 (1)、

茨城県 (6)、 埼玉県 (3)、 東京都 (30)、 神奈川県 (11)、 千葉県 (2)、 長野県 (2)、

静岡県 (7)、 岐阜県 (2)、 愛知県 (5)、 福井県 (1)、 京都府 (1)、 大阪府 (6)、

兵庫県 (3)、 岡山県 (1)、 山口県 (1)、 愛媛県 (1)、 福岡県 (2)、 大分県 (1)、 宮崎県 (2)

令和 5年度受講者性別内訳  (単位 :人 )
級 男性 女性

初級 40 29

中級 17 11

上級
ｎ
）

（
υ

合計 57 40

令和 5年度受講者年齢層内訳
年代 10代 20代 30代 40代 50代 60+ヽ以上

初級 17 24 14 10

中級
（
υ

´
０ 10

上級
ｎ
）

合計 2人 21人 30人 24人 18人 2人

割 ^ 2% 22°′6 31% 25 % 19% 2%

2)認定校制度
・207名の環境再生医初級取得者を認定 (内訳等以下)。

・申請減の要因については情報収集し、対応策等を検討予定。

・認定校数は、静岡大学 (静岡県)と酪農学園大学 (北海道)が加わり42校 (内訳等以下)。

認定校での認定者数推移 (直近 5年) (単位 :人 )

令和1年 苓和2年 令和3年 令和4年 令和5年

認定者数 282 261 304 298 207

令和 5年度 認定校別環境再生医初級取得者数 (単位 :人 )

ヽ
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都留文科大学 文学部 12

東海大学 海洋学部

農学部 18東京農業大学

東京農工大学 農学部

社会環境学部常葉大学

環境科学部長崎大学

緑地環境学科西日本短期大学

環境建設工学科日本工科大学校

19日本大学 生物資源科学部

理工学部日本大学

人間環境学部人間環境大学

緑環境景観マネジメン ト研究科兵庫県立大学大学院
（
υ食農学類福島大学
（
υ工学部前橋工科大学

17環境共生学類酪農学園大学

(学部共通 )龍谷大学

ｎ
）社会学部江戸川大学

家政学部岐阜女子大学

人間社会学域金沢大学

文学部甲南大学

昼間部東海工業専門学校金山校

工学部北海道科学大学

207′ヽ ヨ
=に]口 ]

認定校数推移 (直近 5年 ) (単位 :校 )

※ 1 3年以上 なしのため2校 (江戸川 子 )を休眠校に移
(※ 2)環境科目停止等で復活不可のため体眠校4校をリストより削除。

3)資格制度の質の向上
・認定校講義受託 (継続案件):1件 (龍谷大学/環境再生医フィール ド研修内特別講義)。
・環境再生医への有償委託 (継続案件):1件 (東京テクニカルカレッジ/環境保全実習講師)。
・資格取得者への情報提供
メーリングリスト約40件 (継続学習情報、人材募集情報、環境再生医関連活動案内など)

・レンジャーズプロジェクトとの連携

認定校取得者へのレンジャーズやボランティアリーダー案内 (個別メール )、

新規フィール ド登録 (緑の水掻き隊)、 資格認定講習受講者募集、Microsoft案件など。
・ふるさと未来プロジェクトとの連動

認定校再生医への未来塾案内など (未来塾パンフレット個別郵送)。
・CSOラ ーニング企画 (SttPO環境財団)と の連動

令和5年
2023

令和3年
2021

令和4年
2022

令和2年
20m

令和元年
2019

34(※ 1)36 3635①継続 34

2(静岡大・

酪農学園大)

（
υ2(福島大・

人間環境大)

②新規
1(拓大国際 )

ｎ

） 1(前橋

工科大)
（
υ

③関係回復
1(江戸大 )

Ｑ
υ 6(※ 2)体眠

ｎ

）l(宮崎大/科 目

廃止)

1(宮城大/科

日廃止)

中止

3636 37
37稼働校計

(①+②+③ )
36
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認 校への参加者 など。

4)資格取得者の管理 (更新等)
・更新率対象者数137名 のうち84名 が更新を行った。
・更新率は61.3%。

更新率 (直近 5年 ) (単位 :%)

・資格認定登録者76名 のうち35名 がNAREC会員に入会した。

(入会率46%・ 協力会員34名・団体賛助会員 1名 )

入会率 (直近 5年 ) (単位 :%)
令和 1年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

入会率 62.1 56.4 46.1

②身近な自然環境の保全・復元・維持管理に係る活動

1)レ ンジヤ~ズプロジエクト
レンジャーズ隊員の派遣を65回行い7回中止、404人 の参加があった (企業・認定校のレンジャ
ズは除く)。 隊員登録数は4,893名。 (2024年 3月 31日 時点)

以下過去実績

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

活動回数 39回 37回 23[亘 | 40回 43回

参加者数 333人 394人 218人 331人 423人

4,039人 4,381人 4,733人隊員登録数 3,058人 3,481人

2)新規フィール ドの設置
昨年度に引き続き3か所の新規フィール ドの設置を進めた。
・神奈川県川崎市宮前区「宮前区市民健康の森」:キ ンラン、ギンランの保全活動等
・千葉県市川市「北方生きもの子どもミニ自然園」:ニホンアカガエルの保全活動等
。東京都大田区「森ケ崎水再生センター」:コ アジサシ営巣地の保全活動等

3)新規リーダーの募集
リーダーは、フィール ド活動当日に現場へ行き、参加者と現地団体の橋渡し役などを担ってい

る。近年、 リーダーの不足が問題となリホームページ等で有償リーダーを募集していた。現在、
11人の体制となった。
リーダーの資質向上のための研修を8月 26日 にオンラインで開催し6人が参加した。

4)企業連携・受託事業
横浜市内でのレンジャーズの実施は、引き続きNPO法人よこはま里山研究所と協働で行った。
また、NPO法人よこはま里山研究所が横浜市より受話した事業

「森づくリボランティア体験会」
の一部業務をレンジャーズプロジェクトが受話し、隊員を7回派遣した。
米国One Tree Plantedと の協働で、2023年 4月 に埼玉県鶴ヶ島市太田ヶ谷の森で植樹プログラ
ムを行った。
マイクロソフ ト社からの大型寄付で大阪淀川点野ワン ドの生態系再生プロジェク トが決定 し、

度から事業実施となる。

5)学生交流 レンジャーズの実施
2023年 12月 3日 (日 )に鎌倉中央公園で、本会所属のインターン生の企画運営で通常のレンジ
ャーズ作業の実施と受け入れ団体や世代の異なるリーダー等との交流会を開催、若者の育成や活

動参加を推進した。参加者は 7名。

令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

更新率 58.9 72.1 71.1 61.4 61.3

｀
ヽ
、 |
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山漁村の活性化及び環境保全型農林業に係る活動

1)ふるさと未来創造事業
2023年度は、ふるさと未来創造事業は実施されなかった。

2)環境系学生未来塾
・泰阜村
NPO法人グリーンウッド自然体験教育センターと協働で、9月 4日 ～5日 に学生を対象に実施 し

た。参加者は4名
・知床
NPO法人HUB&LABOと 元羅臼町地域おこし協力隊、フリーランス漁師、知床ゴミ拾いプロジェ

クトの協力のもと、9月 8日 ～12日 に実施した。参加者は3名。
・耶馬漢
屋久島、泰阜村に次ぐ新たな開催地として耶馬漢で中津市の交付金の助成を受け未来塾を実

施した。株式会社
「森と人と」との共同開催として2024年 3月 13日 ～17日 に学生を対象に実施

した。参加者は5名。
・屋久島
NPO法人HUB&LA30と 共同で8月 28日 ～9月 1日 7名 、2024年 3月 6日 ～10日 10名の学生を対象に実

施した。
・未来塾の広報冊子を関係大学の担当者に配布した。
・関係人口創出・拡大のための補助事業に応募したが不採択となった。

④自然体験学習に係る活動
・2023年 12月 に、学生を対象としたレンジャーズプロジエクトを開催し、受け入れ団体交流、

世代間交流を実施した。
・ニュースレターで自然体験学習に関わる活動の参考になる図書の紹介を行った。
・環境系学生未来塾において、学生を中心に自然体験学習を行った。

⑤テキスト等の出版に係る活動

1)環境再生医テキストの改訂
・環境再生医テキスト改訂に向けた執筆を開始した。

⑥社会啓発や情報発信等に係る活動

1)ニ ュースレター

活動報告3回 (全 4貞 )と 年次報告 1回 (全 8頁)を発行し、エコメール便で発送した。

また、ニュースレターをNARECホ ームページに掲載した。

月・No 内 容

2023イ寺三

7月

No.80

2022`千三 年次報告書、理 &) l, t 3,
事業レポー ト 環境系学生未来塾
活動レポー ト 香港団体との交流

10月

No.81

レ ― ト レンジヤ~ズプロジエクト
環境再生医 資格認定講習

｀
オンライン開催

レンジャーズリーダー研修会オンライン開催報告活動 レポー ト

2024`|三

1月

No.82

環境 あいさつ
ふるさと未来創造プロジェクト
レンジャーズプロジェクト

学生交流レンジャーズ

事業レポー ト

活動 レポー ト

3月

No.83
日 の

ト
ト

見文化、 をまもる
事業レポー

活動レポー

レンジャーズプロジェクト

インターン活動報告
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⑦自然環境の復元の学術的発展に貢 る活動
。自然環境の復元の学術的発展に資するため、環境再生医テキスト改訂に取り組み始めた。
・学術的発展を推進するため、日本櫻学会と協働での取り組みを計画し始めた。

(2)その他の事業
なし
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事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費の

金額

(千円)

①環境教

育及び環

境人材の

育成に係
る活動

1)資格認定講習

2)認定校制度

3)資 格制度の質の

向上

4)資 格取得者の管
理 (更新等)

1)1/6～

1/31

2)通年

3)通年

4)通年

1)全 国、オンライ
ン

2)全国

3)全国

4)全国

1)2人

2)2人

3)1人

4)3人

1)受講者
97人

2)認定者
207人
3)2件

4)更新者
84人

3,560

1)登録者
4,893人

2)新規団体
3団体
3)リーダー計
11人

4)実施回数
8回

5)1回実施

2,680②身近な
自然環境
の保 全・

復 元・維

持管理に

係る活動

1)レンジャーズプロ

ジェクト

2)新規フィールドの

募集
3)新規リーダーの募

集
4)企業連携・受託

事業
5)学生 レンジャ
ーズ

1)通年

2)通年

3)通年

4)通年

5)12/3

1)埼 玉県、東京

都、神奈川県、
大阪府
2)東 京都、神奈

川県
3)埼 玉県、東京

都、神奈川県
4)埼玉県、神奈

川県
5)神奈川県

1)3人

2)2人

3)2人

4)3人

5)3人

③農山漁

村の活性

化及び環

境保全型

農林業に

係る活動

1)ふ るさと未来創
造事業
2)環境系学生未来
塾

1)通年

2)9月 、
3月

1)実施なし

2)長野県泰阜村
北海道知床

大分県中津市

鹿児島県屋久島

1)3人

2)2人 2)実施回数
5回

受入団体
4団体

参加者

29名

1)なし 150

①自然体
験学習に
係る活動

レンジャーズプロジ
ェクト、環境系学生

未来塾に連携

⑤テキスト

等の出版

に係る活

動

環境再生医テキスト
の改訂

通年 東京 2人

⑥社会啓
発や情報
発信等に

係る活動

ニュースレター 年4回 東京 4人 発送数
1,215件

1,200

⑦自然環

境の復元
の学術的

発展に貢

献する活
動

環境再生医テキスト

に連携

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業
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数字から見る自然環境復元協会 (2024年 3月 31日 現在 )

項 目 2024‐年 3月

運営会員数 74

協力会員数 201

交流会員数 9

公益会員数 (団体) 3

賛助会員数 (個人/団体 ) 1/9

特別会員数 0

Narec FacebookT t t1 V - 488

レンジャーズプロジエクトFacebookフ オロワー 606

Narec TwitterT t La , _ 342

レンジャーズ隊員Twitterフ オロワー 701

v > ) + - Al v )- 7 l' InstagranT * rt 9 - 352



事 業 報 告 用

科 日 金  額 1
小計・合計

受取会費

運営 (正)会員受取会費
1,704.000

賛助会員受取会費

受 取 入 会 金

1,201, 0001

497,000

6,000

2,949,498

施設等受入評価益

2

0

2,949 498受取寄附金
取

受取補助金

ｎ

０

受取助成金

3 受取助

再生医講習会費収益

再生医講習会費収益 (認定校)

催事参加費収益

資料配布収益

その他事業収益

4 4, 31,520

1,186,200

82,320

1,815,000

業収益

受託事業収益

1,648,0001‐~~~~~丁 ~~

63,962

雑収益 (事業)

雑収益 (管理)

5 益その の

受取利息 227

8,795

54,940

A

益 計
経 常 用

9 448 980

業費
7,481.579

6,769,964

臨時雇用賃金

退職給付費用

福利

与賞

生

法

役 員 報 酬

通 勤 費
福利費

8 980

1)人件

232,712
469,923

給 料 手 当

B

令和 5(2023)年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)
特定非営利活動法人自然環境復元協会

(単位 :円 )

(2)その 5,903,864

業務委託費 2,638,507

諸 謝 金 345,020

印刷製本費 152,702

議 費 2,974

旅費交通費 244,178

車  両 費 31,215

1

リース料 27,377
01車両燃費費

通信運搬費
消耗品費

507,378
758,840

広
」 ニ
料 595

31,053

56,282

814 770

7,795

新聞図書費 (事業)

水道光熱費
地代家賃
賃 借 料
減価償却費 56,229

0



保 険 料
■■   △   ,手 [.
F口  ,= :貝
接待交際費

租税公課

研 修 費
支払手数料

支払利息

雑

24,470

60,469
0

18,074
0

124,936
0

0

13.385,443ヒ費計

給 料 手 当

賞   与
役 員 報 酬
ハ ート・アルハ

・
イト

退 職 全
退職給付費用

通 勤 費
法定福利費

768,902
0

0

0

0

0

23,046
82,927

1,584

876,459

福利厚生

給料

(1)人

12,0101

524

9221

2621

0

59,647

40,909
0

9,931

271,590

1,375

0

0

1,131

176,550

0

622,149費

Fロ
口
“

諸 謝 金

諸
慶

り
租

支
支

雑

(2)その
製本費

会 議 費
旅費交通費

車 両 費
車両燃費費

通信運搬費

9,922

0

8,906

0

4,831

3,189

20,450
0

0

費

費

費

賃

料

費

品
　

熱

家

　

伝

毛
繕

光

ヽ

借

宣

末

　
道

―

　

告

消
修

水

地
賃

広

費

料

却償

険

価一減

保

会 費
弔 費
―ス料

税 公 課

払手数料
払 利 息

接待交際費

新聞図書費

業務委託費

会計士報酬

1.498,608

2

理
14,884.051

A B -5 435 071当

C

収経 常

益修正損

D 用

C D
経 常

過年度損益修正益
固定資産

固

過年度

外

災害損失

+ 35,071

経 費 用 計

|



人税、住民税及び事

前期 越正味財産
業税

次

70,000

28,018,917

正 十 22 513 846



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5(2023)年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

計ヽ・合計′金   額科 目

23,250,318
181,110
127,530
0

0
23 558,9

現金預金
未収入金
前払費用
仮 払 金

固更賓雇T
(

33 027

1) 形
0

33,027
車両運搬具
什器備品

ｎ
ｖ

Ａ
υ

ｎ

ｖ

2) 形
ソフトウェア
借地権

敷   金
出 資 金
長期貸付金

164,600
ｎ
ｖ

Ａ
υ

3 の

164 600

そ の

19IT ・ ・ ・ コヽ固定資産合

2

A の

【A】 資 産 合 計 ①+② 23,756,585

1,123,492
34,247

長期借入金
退職給付引当金

1,242負 債 合 計 ③+④

9

2

仮 受 コ̂に

1

債  の

未 払 金
預 り 金

前 受 金

1 242,

ｎ

ｖ

ｎ

υ

10 000

【B-1

75,000

正繰 28,018 917
-5 505 071正

【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 23,756,585

ri

r]



書式第 16号 (法 28 係 )

令和 5年 (2023)年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日 ・2011年 11月 20日 ・2017年 12月 12日
一部改正NPO法人会計基準協議会)に よっています。

1

(1)棚 卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法   200%定率
有形固定資産 :   器具備品 (パ ソコン)
無形固定資産 :   該当なし

該当なし

(3)引 当金の計上基準

貸倒引当金 :

賞与引当金 :

退職給付引当金 :

該当なし

該当なし

該当なし

，

一

(1'施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理 該当なし

‐ 消費税等の会計処理

内税方式によっています。

事業別損益の状況

事業費の明細は別表を参照願います。

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単位 :円 )

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は22,513,846円 ですが、そのうち   0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は22,513,846円 です。

(単位

5.固 定資産の増減内訳
(単 円)

4

事 業 報 告 用

算定方法金額内容

該当なし

備考当期減少額 期末残高期首残高 当期増加額内容

0 使途等が制約された寄附金等の

該当な し

計
′ゝ

減価値却果計額 期末帳簿価額減少 期末取得価額期首取得価額 取得科 目

0

0

0

0

0

00

0

0

0

350,000

164,600

0350 000

164,600

0

0

0

0

0

投資その他の資産

有形固定資産

無形固定資産

車両運搬具

什器備品

敷金

出資金
囮□固Ю ロ

ｎ

Ｍ350,000514,600計 ■口回国国



期首残高 当期借入 当期返済 期末残高科 目

該当なし

合計

6.借 入金の増減内訳
(単 円)

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円 )

※管理費を技分し・部事業費に計上しているため、上記活動計算書上の金額は事業費及び

管理の合算額とする。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにする
た

め |こ必要な事項

その他の事業に る資産の状況 当なし

内、役員
との取引

内、近親
者及び支
配法人と
の取引

計算書類
に計上さ
れた金額

科 目

2,000

1,750

225,100

31,477
3,750256,577

00

ｎ

】DQ

(活動計算書)

旅費交通費 (事・管)

車両費 (事 。管)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5(2023)年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

(単位 :円 )

小   計 合   計科 目 金  額

23.250.31現 金
254

５３

∞

００田オーナー会費

23

四

1

石

流

〓

〓

0

和 6 年

8 923.558,958

ツり

/―

ソコン

車両運搬興
事業用車両

2

ン ス

~'i:i「

i:]言
「ill:~:lil~~~~~~~~~

コミュニ ハイ

_______111::」 [:i■ __ __                                  _

1 7

A の 部

2 固定

23.756.585.585A

負 債 の 部

123

ル スイノ
ンス・

61

1 動

ンフ ヤ ′ンヨ

フテ イツ

‐■シ ヨン

ヨ更預用
『
長期借入金
日ヌコ購睡翻融公庫

B-1

1.242.739

当金



固定負債合計 ・・・④
1.242.739B-1 + 1.242 739

B-2】 正 味 財 産 合 22.5:3.846 22.513.84B-1A



書式第 1号 (法第 10条 。第23条関係)
事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の名簿)
特定非営利活動法人 自然環境復元協会

1 確認事項 (法第20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
И各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
(どちらかに0)

(フ リガナ)

氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期

間

(該 当者のみに記

入 )

1
監事理 事

インカフ アキオ

石川 晶生

和 5年 4月 1日 ～
和 6年 3月 31日

年   月    日

年   月   日

2 監事理事

イワサキ テツヤ

岩崎 哲也
令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年   月    日

年   月   日

3 監 事理事

オグチ フカシ

小日 深志

令和 5年 4月 1日 ～

令和 6年 3月 31日

年:   月    日

年   月    日

4 監 事理事

コウノ ヒトシ

河野 均

令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年   月    日

年   月   日

5 事理事・
コボリ ユウ

小堀 悠

令和 5年 4月 1日 ～

“
和 6年 3月 31日

年   月   日

年   月    日

6 監 事
サカイ カナェ

堺 かなえ
令和 5年 4月 1日 ～

令和 6年 3月 31日

年   月   日

年   月   日

7 監事

シマムラ マサヒデ

島村 雅英
令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年   月   日

年   月    日

8 監 事
タカノヽタ タダシ

高畑 正
令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年   月    日

年    月    日

9 監 事理 事
タニモ ト アキラ

谷 本 元

令和 5年 4月 1日 ～

令和 6年 3月 31日

年   月   日

年1   月   日

10 理 事 監 事
ミズノ

水野

ソウエ

宗衛

令和 5年 4月 1日 ～
市和 6年 3月 31日

年  月  日

年:   月   日



書式第 1号 (法第 10条・第 23条関係 )
事 業 報 告 用

11
理事
o

[

|イ

ド
|口●

「

ワツボ  トモヨシ

坪 友義
令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年
月

　

　

月

日

　

　

日
年

12

~~~~~~T~

⌒ ,コ

(監事 )|VIガ
バヤシ  トオル

     ___
理事

林ヽ 徹
令和 5年 4月 1日 ～
令和 6年 3月 31日

年
　

　

年

月

　

　

月



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

氏    名

1 浅井 葉子

2 阿部 文子

3 有賀 一郎

4 池田 昌義

5 石川 晶生

6 石黒 燈

7 石橋 稔

8 伊藤 登

9 井上 國博

10 岩崎 哲也

11

12




